
高田松原地区震災復興祈念公園構想会議の経緯と今後の検討 

 

１ 構想会議の目的 

東日本大震災津波の犠牲者の慰霊と鎮魂及び震災の教訓等を防災文化として国内外に

発信し、後世に伝承する場として震災復興祈念公園を整備するため、公園のコンセプトな

どのあり方について検討し、提言をとりまとめること。 

 

２ 検討経緯 

□平成 24年 7年 3 日 第１回 高田松原地区震災復興祈念公園構想会議 

[事務局からの報告] ：陸前高田市の復興計画と公園の位置づけ 

 ：公園に関する岩手県及び国などの動き 

[意 見 交 換] ：高田松原地区震災復興祈念公園のあり方 

□平成 24年 7月 31 日 高田松原地区震災復興祈念公園構想に関する意見交換会 

[事務局からの報告] ：これまでの検討状況について 

[意 見 交 換] ：市民とともに考え、市民とともに守り育てる震災復興祈念公園 

□平成 24年 9月 2 日 陸前高田 市民フォーラム「高田松原の公園について語る」 

（第 2回高田松原地区震災復興祈念公園構想会議) 

[事務局からの報告] ：これまでの取り組み及び検討状況について 

 ：国内外の公園事例の紹介 

[意 見 交 換] ：高田松原の地で新たにつくる公園にかける期待・思いなど 

□平成 24年 11 月 12 日 第 3 回 高田松原地区震災復興祈念公園構想会議 

[事務局からの報告] ：これまでの検討状況について 

[意 見 交 換] ：高田松原地区震災復興祈念公園のあり方（提言素案について） 

□平成 24年 12 月 21 日～25 年１月 20日  提言(案)について意見募集(1 ヶ月間) 

□平成 25年 2月 21 日 第 4 回 高田松原地区震災復興祈念公園構想会議 

[事務局からの報告] ：高田松原地区震災復興祈念公園に関する最近の動向 

[意 見 交 換] ：高田松原地区震災復興祈念公園のあり方に関する提言 

 

３ 今後の検討について 

本提言をふまえて、市民をはじめとする多くの方々の参画を得ながら国と一体となって、

以下の検討を進めていく予定。 

25 年度 ：公園の基本構想(施設配置の考え方、整備･運営のあり方等)の検討 など 

26 年度以降 ：基本構想を具体化する検討、測量、設計、工事 など 
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